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大分から下関へ 

2020-12-12 19:25:51  

大分から下関へ 

  

ソニック特急「博多」行き 

 

うさ（ＵＳＡ） 

宇佐には八幡神社の総本山がある 

  

小倉で乗り換え 

 

下関に到着 
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下関駅は小さい 

 

駅中のユメマート 

 

駅中のうどん屋で、ごぼう天うどんとちらし寿司を 

  

透き通ったスープにごぼうのかき揚げ 

これがいまい 

 

玉子焼きの切り方が斬新 
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観光案内所でガイドブックをいただく 

  

唐戸（からと）の宿を取った 

唐戸のグランドホテル 

駅からは離れているが立地は抜群 

  

そこそこ広い部屋 

ツインの部屋を取ってくれた 
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目の前は旧イギリス公使館跡 

  

こちらも古い建物 

下関の歴史を感じる 

観光施設の河豚のオブジェ 

下関は河豚 

  

関門海峡 

 

「壇ノ浦の戦い」や「下関戦争」など歴史がある場所 

  

フランシスコ・ザビエル上陸地 
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ハミエル家の紋章 

下関上陸の地 

  

説明文 

ザビエルの言葉 

「たとえ全世界を制覇しても 自分の魂を失ったならば 何の益になるだろうか」 

スペイン、ポルトガルに対しての批判 

  

同埼の渡し場所跡 
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唐戸市場 

ここは後で紹介します 

  

エスプラネード 

海外の海岸のような景色 

観光客のほとんどが寿司を食べている 

 

与次衛ケ瀬の碑 

  

1592年、豊臣秀吉を乗せた船が関門海峡で座礁した 

海に投げ出された秀吉は他の船に助けられたが 

明石与次兵衛は事故の責任を取って切腹  

1600年、豊前国主になった「細川忠興」はそれを悼み慰霊碑を建立した 

 

こんな花も 
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道の反対側は「史跡春帆楼」 

右が「日清講和記念館」 

 

これは 

  

句碑 

緑のデザイン賞 

  

奥に進むと 
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石碑が 

  

朝鮮通信使上陸港留之地 

当時の様子を描いた金属板 

  

建立趣旨 

 

朝鮮通信使は、朝鮮王国（李氏朝鮮）からの国書を携えて派遣された正式の外交使節団 

秀吉の時代から 1811年まで 12回の使節団が日本を訪れた 

10回は江戸まで旅をした 

  

海峡を望むベンチ しばらく時間を潰す 
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ここは殆どの人が気づかず素通り 

次回も下関を紹介します 

  

下関観光「唐戸市場」「極楽寺」「赤間神社」 

2020-12-15 17:01:13  

下関観光続き 

唐戸市場 

「関門の台所」として、地方卸売市場及び交流市場としての役割を担い 

伝統を守りつつ新しい試みにチャレンジしている 

「モダン・ノスタルジー」だ 

地方卸売市場には参考になる 

  

市場内部 

とらふぐ売場 

  

全国配送も行っている 

 

冷凍天然河豚刺身用 1パック 4000円 
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土産物ゾーン 

二階から撮影 

寿司ゾーン 

何十件もの寿司屋がテイクアウト寿司を販売 

  

週末だけあって人気店はスゴイ行列だ 

好きなネタを選んでトレーに盛り付けてもらう 

こちらは平ケースで販売 

コロナ対策のためスクリーンが貼られている 

ネタがデカい 
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こちらは多段ケース 

こちらの方が衛生的に見える 

しかし、私は食べなかった 

他にまだ食べたいものがあるからだ 

寿司を食べている人々 

 

 

極楽寺 

  

ここは 

入った右側に「史跡奇兵隊屯所」の碑 
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1826年、シーボルト江戸参府紀行に「極楽寺すなわち極楽浄土の寺」と紹介されている 

1863年、高杉晋作率いる奇兵隊が駐屯した寺 

奇兵隊とは、江戸時代末期に結成された、藩士と藩士以外の武士、庶民からなる混成部隊 

藩士、武士のみからなる「撰鋒隊」と区別されている 

奇兵隊の中には武士ではない身分の低い者も多く、一部「武士道」に反した行為も行われていた 

 

赤間神社 

源平壇ノ浦の合戦で敗れ、わずか 8歳で関門海峡に入水した平清盛の孫である「安徳天皇」を祀

っている 

境内には「小泉八雲」の怪談で有名な「耳なし芳一」の像もある 

  

正面は「水天門」 

 

境内案内図  

  

説明文 

 

門の扉には天皇家の家紋 
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奥が拝殿 

拝殿 

  

奥が本殿 

一般の参拝者は本殿には入れない 

お参りの仕方マニュアル 

英語、中国版も欲しい 

  

水天供養塔 

 

由来 
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耳なし芳一像 

  

ビワを持つ芳一 

 

その昔 赤間神社に芳一という琵琶法師あり 

夜毎に平家の亡霊来たり、いづくともなく芳一を誘い出でけるを 

………一心不乱に壇ノ浦の秘曲を弾奏す 

あたりはと見れば数知れぬ鬼火の飛び住うあり 

平家の怨霊芳一を誘いて八つ裂きにせんとするぞ 

……… 

とて 自ら芳一の顔手足に般若心経を書きつけけるほどに 

亡霊来たりて芳一の名を呼べども答えず見れども姿なし 

闇夜に見えるは両耳のみ  

ついに消え去って何処ともなく消え去りけるとぞ 
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芳一の像に耳は付いていない 

次回も観光案内 

この時期はＧＯ ＴＯキャンペーンで下関は観光客が多い 

  

下関「史跡春帆楼」と「日清講和記念館」「藤原義江記念館」 

2020-12-16 17:04:01  

史跡春帆楼（しゅんぱんろう） 

日清戦争後の「日清講和条約」が締結された会場 

  

春帆楼 日清講和談判場 

「春帆楼」の名は伊藤博文の命名 

 

「河豚食用禁止令」を伊藤博文が解禁にした 

「ふぐ料理」の公認第一号店 

宿泊客はここで河豚を食べる 

 

宿泊客以外は入場禁止だが 

ロビー 
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展示物 

歴代の総理大臣も訪れている 

 

 

向かって左側には「伊藤博文像」と外務大臣「陸奥宗光像」 

  

日清講和会議参加メンバー 
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日清講和会議記念館 

  

説明文 

館内の様子 

  

日清戦争経過図 

伊藤博文と李鴻章 

李鴻章はイルミナティ世界 13家の李一族 

伊藤博文は田布施の貧しい農家出身 

努力してここまで這い上がった 

  

会議の絵 
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奥の中央にいる人物は伊藤博文 

その反対側が李鴻章 

レプリカで再現 

  

冬であったため火鉢が置かれている 

両者の書 

  

日清講和条約コピー 

内容 

  

庭の花 
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李鴻章道 

  

「李鴻章狙撃事件」 

講和会議所に向かう途中、李鴻章は日本人青年「小山豊太郎」によって狙撃され重傷を負った 

その結果下関条約の内容や調印時期等にも影響を与えたと言われている 

李鴻章は安全のためこの道を使った 

こんな細い道を進む 

  

坂本龍馬と下関 

この道を通ると、本陣伊藤邸跡には行けない 

1867年、坂本龍馬と妻お龍は新婚旅行で伊藤屋に宿泊する 

坂本龍馬は時々下関を訪れている 

その碑も建てられている 

  

藤原義江記念館（1898年～1976年） 

藤原義江は、英国人の父、売れっ子芸者の間に生まれる 

世界的なオペラ歌手 

日本にオペラを根付かせた功労者 
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こんな山道を進む 

道は整備されている 

  

門 

左に監視小屋 

まるで要塞のようだ 

奥にも監視小屋がある 

堀切のようになっている 

  

近代的な建物が 

 

藤原義江記念館（旧リンガー邸） 

1936年、下関で最初の外国系商社である瓜生商会の支配人の子息「マイケル・リンガー」のため

に建てられた 

父親はグラバー商会に勤め、ホーム・リンガー商会を設立 

長崎グラバー園内に旧リンガー邸がある 
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上からの景色 

紅葉した紅葉と赤い花 

 

床屋発祥の地 

  

鎌倉時代、亀山天皇に仕えていた藤原基晴は「宝刀紛失」の責任をとって職を辞し長門国下関に

下った 

新羅人の髪結職からその技術を学び、わが国初の結髪所を開き、武士や金持ちを客として生計

を立てた 

次回は下関のガストロノミーについて 
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下関のガストロノミーと「旧イギリス領事館」 

2020-12-17 17:06:05  

抗原検査をしてみた 

娘が送ってくれた検査キット 

  

検査マニュアル 

 

喉から取った唾液を入れ 6回転する 

  

蓋をする 

 

検査機に 3滴入れると試薬が赤くなる 
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5分～10分待つとはっきり線が出てくる 

結果は「陰性」であった  

一安心 

帰省の許可が降りた 

 

  

下関の明治遺産 
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市指定有形文化財「旧秋田商会ビル」 

  

1915年、木材取引の商社活動と海運業務を営む秋田商会の事務所であった 

 

有形文化財「下関南部町郵便局」 

  

旧赤間郵便電信局 

1900年建築 現存する下関の洋風建造物としては最も古く、国内最古の現役郵便局 

 

下関の瓦そば 

  

瓦そばハーフサイズと河豚焼売を注文 
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瓦そば 

左はつけ汁、右は魚のすまし汁 

  

固形燃料で茶そばと牛肉を焼く そばはパリパリに焼いたほうがおいしい そばが焼けた 

  

レモンと紅葉おろしをつゆに入れるそこにそばを浸けて食べるもの 

香ばしいが茶の香りはあまり感じない 

河豚焼売 

河豚の皮がトッピングされている 

  

河豚は淡白な魚なので味はあまり分からない フワッとした食感 
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鯨（くじら）料理 

下関は遠洋捕鯨基地であった 

この地域は縄文時代から鯨を食べていた 

鯨の骨から作られたあわびを岩から剥がす器具も出土している 

野球球団「大洋ホエールズ」もその名残 

  

河豚はもういいので鯨三昧定食を注文 

「節分くじら」 

山口県は節分に「いわし」ではなく「鯨を食べる風習」がある 

「大きいものを食べると縁起がいい」とされ 

「大きな元気な子に」「心や志を大きく」という願いから食べられた 

これも下関のガストロノミーだ 

鯨のコラーゲン部分の和え物 

  

鯨の刺身 
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鯨のステーキ 

  

鯨カツ 

どれも鯨の臭いがするが、これも食文化 

子供の頃に学校給食でよく鯨カツが出された 

その時もこんな臭いがした 

ご馳走様でした 

  

旧下関英国領事館 

駐日英国公使「アーネスト・サトウ」の本国への具申により、赤間町に領事館を開設 

1906年～1940年まで業務を続けていた 

アーネスト・サトウは明治維新のキーマン 

  

大英帝国のエンブレム（レプリカ） 

ＬとＡが重なっているのはデザイン 

 

1906年 
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庭のローズガーデンの赤いバラ 

  

白いバラ 

説明文 

1階は領事室、海軍総督官室、書記官室、など 

2階は住居 

  

領事館に対するいろいろな質問やアフタヌーンティーの楽しみ方などが書かれている 

館長は元一流デパートマン 

品のある紳士的な人だ 
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1階の事務所 

  

暖炉 

食器棚 

  

2階のカフェへ 

ピーターラビットのテーブルペーパー 

メリークリスマスと書かれている 

まずグレープフルーツジュースを注文 

  

一人前のアフタヌーンセット 2段 

一人前サイズはうれしい 
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普通は下段から上段に向けて食べる 

 

スコーンとクローテッドクリーム、いちごジャム 

クローテッドクリームは、英国デボンシャー地方に伝わるクリーム 

乳脂肪分の高い牛乳を弱火で煮詰めて表面の脂肪分だけを集めたクリーム 

乳脂肪分は 60％前後 

スコーンは温かい 

紙ナプキンんもシャレている 

  

上段 

パウンドケーキ、タルト、ムース、チョコレート、クリスマス菓子 

 

紅茶ポットの口は 

茶葉が出ないようにしている 

これは………によく似ている 

これも土産物売場にあるというが、あまり欲しくない 
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紅茶はダージリンティを注文 

手前にある黒いものは？ 

「レバーやきとり」ではない 

ブラウンシュガーの氷砂糖を串につけたもの 

おもしろい発想だ 

  

このように溶かして使う 上品だ これも土産物としても売られている 

話に夢中になり買い忘れてしまった 

ティーセットのメーカーはＭＡＤＥ ＩＮ ＥＮＧＬＡＮＤの「ＷＥＤＧＷＯＯＤ」 

アフタヌーンティーもイギリスのガストロノミーだ 

  

https://ameblo.jp/shirocasi/image-12644133319-14866732966.html
https://ameblo.jp/shirocasi/image-12644133319-14867639952.html
https://ameblo.jp/shirocasi/image-12644133319-14866733130.html
https://ameblo.jp/shirocasi/image-12644133319-14866733270.html
https://ameblo.jp/shirocasi/image-12644133319-14866733351.html
https://ameblo.jp/shirocasi/image-12644133319-14866733631.html


会計を終え 1階に降りる 

館長と「明治維新」について 1時間ほど話をする 

彼は四国出身なので長州寄りの話ばかりではなかった 

有意義な時間を過ごさせていただいた 

 

そこで、台湾、函館のイギリス領事館を見てきた私は 

一つ質問をした 

「どこも半地下構造になっているが、ここは？」と聞くと 

なかなか見せないものを見せてくれた 

地下室への入口  

秘密の脱出口 今は使えないようになっている 

ここにも地下室があった 

許可を得て写真を撮らせてもらった 

変な所ばかりを見ている 

ありがとうございました 

  

イギリス領事館を後にする 

 次回は火の山公園とスーパーハロデーを紹介します 

  

 

下関の「海峡ビューしものせき」と「ハローデイ」 

2020-12-18 16:10:16  

すでに帰省していますがレポートを続けます 

下関 火の山公園へ 

頂上の砲台を見にバスで向かう 

ロープウェーで山頂まで向かう予定だったが 
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3月 19日まで運休 

後ろに座っていた若い女性が肩を叩いて「終点まで行けばいい景色が見れますよ」 

とアドバイスしてくれた 

歩ける距離ではないので諦めて終点まで 

終点の「海峡ビューしものせき」 

宿泊施設と温泉がある 

  

壇ノ浦の景色 

 

一番短い所に関門橋が架かっている 
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カフェからの景色 

土産物屋 

  

ここでも食文化の研究 

人気ナンバーワンは「ふぐめしまぜご飯の素」 540円 

河豚の身がかなり多い 

  

2位は「ふぐ煎餅」 

3位は売り切れ 

4位「ふぐふりかけ」648円 

5位「ふぐ茶漬け」540円 

  

https://ameblo.jp/shirocasi/image-12644135459-14866740253.html
https://ameblo.jp/shirocasi/image-12644135459-14866740395.html
https://ameblo.jp/shirocasi/image-12644135459-14866740575.html
https://ameblo.jp/shirocasi/image-12644135459-14866740716.html
https://ameblo.jp/shirocasi/image-12644135459-14866740890.html
https://ameblo.jp/shirocasi/image-12644135459-14866741842.html


ＮＥＷは「さば削り」440円と、「いわし削り」390円 

かつお節の代わりに使えば趣が変わる 

鯨大和煮缶 540円 

前にも書いたが下関は捕鯨の基地であった 

  

佐賀県のメーカーだ 

購入商品 

「ふぐめしの素」 山口県門司市のメーカー 

  

2合の米にレトルトのスープと乾燥野菜を加えて炊くだけ 

「ふぐの味噌汁」 広島市のメーカー 
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お湯を注ぐだけ 

後日つくってみた 

炊き込みご飯は薄味で食べやすい 

河豚の身もけっこう入っている 

味噌汁は河豚のダシが少しだけ効いている 

奥は我が家の自家製漬物 

 

冷凍ミルクシュークリーム 

  

阿蘇小国のジャージー牛乳使用 

コーヒーと共にいただく 
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ハローデイ海峡ゆめタワー前店 

バス停「豊前田」下車すぐ 

下関みやげを買うにはここがお勧め 

 

ハローデイ 

店舗数：55店  

売上高：826.39億円（2020年３月期） 

コンセプト：「Amusement Food Holes (お客様の冷蔵庫代わりに使っていただきたい)」 

私の印象はオシャレな店であるが、価格は高くなく買いやすい 

ハローデイゆめタワー店 

下関市豊前町３－１－３３ 

営業時間 10時～22時 

野菜売場 

  

野菜売場と魚売場の間に惣菜売場 

かつ丼 398円、ビーフステーキ丼 598円 
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第 2 コーナーは魚売場 

  

河豚刺し 

河豚鍋セットは見かけなかった 

大分も下関も河豚鍋は外食でたべるもののようだ 

アンコウ鍋セット ４９８円 

  

肉売場へ 

鳥鍋セット 

もの肉とむね肉が半々になっている 

トレーの使い方が上手だ 
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チルド麺の前に「ごぼう天ぷら」298円 

この発想はおもしろい 

できなければ自分で作る 

惣菜部門が生鮮売場で関連販売を行う時代か 

話題のオーツミルクも販売 

  

菓子売場が充実している 平台 2台使って山積みされている 

多段ケースにも地元菓子 

下関のお土産を買うならここ 

 

インストアベーカリー フレンチトースト 280円 
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マスカルポーネホップをトッピング 

これは冷えても美味しかった 

 

カットフルーツ 158円（税込み 170円） 

安いが蓋の勘合があまいため汁漏れ発生 

 

ビーフステーキ 598円（税込み 645円） 

  

厚切りの牛肉が 6個も 牛肉をうまく加工しているため柔らかく食べやすい 

コーンが食べづらいため、ポテトと入れ替えた方がいいと思う プレミアム胡麻とうふ 170円（税

込み） つるんとした食感で胡麻の味が濃い 
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ＣＪ ビビンバの素 375円 

韓国ＣＪのＢＩＢＩＧＯシリーズ 

ＢＩＢＩＧＯは混ぜるという意味（コストコのマネキンが教えてくれた） 

最近冷凍餃子など韓国製品が目立ち始めた 

 

阿蘇ものがたりトマトジュース 385円 

瓶入り製品の割には安い 

  

からだにユーグレナ 127円 

ユーグレナは動物と植物の両方を備えているミドリムシ 

ビタミン、ミネラルアミノ酸、不飽和脂肪酸など５９種類の栄養素を含む 

フルーツ果汁を加えて飲みやすくした 

 

めんたい味かりんとう 151円 

明太子が入ったかりんとう 

 

めんべい 140円 

明太子が入った海鮮煎餅 
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1袋に 2枚 合計 4枚入り 

いか、たこ、明太子、唐辛子のを使ったうまいやつ 

予約パンフレット 

  

手巻きずしの売り方がユニーク 

シャリ玉 40個と手巻き用海苔 20枚（半割で 40枚）がセットになっている 

にぎり寿司でも手巻き寿司でも利用できる 

シャリ飯を炊いてシャリ玉を家庭でつくのは結構大変だ 

オードブル、弁当、ピザ 

クリスマス、年末年始商戦では予約販売を強化せねばならない 
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次回は高杉晋作の墓がある「東行庵」をレポートします 

宮崎 4日間、大分 2日間、下関 2日間、萩 4日間、光市、田布施町、広島 2日間の予定 

主に「吉田松陰」「高杉晋作」「伊藤博文」の研究と現地視察 

 

下関 高杉晋作、奇兵隊士の墓「東行庵」 

2020-12-19 17:02:2  

奥に見えるのが火の山公園 

このブログは自分のまとめのために書いています 

将来私の孫が読んでくれたらいいなと思いつつ 

  

海岸沿いの長州藩の大砲（レプリカ） 

長州藩の大砲は、馬関戦争（下関戦争）で連合軍に敗れたため土産として海外に持ち去られてし

まった 

天保制長州砲 
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１８６３年～1864年始まった馬関戦争は、長州藩兵と英、仏、蘭、米 4カ国連合艦隊との抗戦をも

って終結 

まさにこれは「明治維新」の具体的始動に繋がった 敗戦により、長州藩の青銅砲はすべて戦利

品として海外に運び去られてしまった 1966年、渡欧中の作家古川薫氏がパリの軍事博物館で長

州砲を発見 郷土出身の外務大臣「安倍慎太郎氏（安倍晋三氏の父）」により、1984年 6月貸与

という形で里帰りした 

 

維新回天の挙兵 

1864年、長州藩は存亡の危機にあった「金門の変」「馬関戦争惨敗」、さらに幕府による「長州征

伐」長州藩はそれを恐れ三家老が切腹し、恭順の姿勢を示した 

この時、わずか数十人の同志と敢然と立ちあがったのが「高杉晋作」 

「これより長州男児の肝っ玉をご覧に申す」と長州倒幕に動いた 

「動けば雷電の如く、発すれば風雨の如し」と日本の歴史を変えた男 

  

バスで東行庵へ向かう 下関駅から約１時間 １時間に１本運行している 「東行庵」で下車 
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こんなのどかな所を進む 

山茶花（さざんか） 

道に花びらが落ちている 

山茶花と椿（つばき）の違いは、山茶花は花びらが散り、椿は花首が散る 

武士は花首が落ちる椿を嫌った 

戊辰戦争の折、江戸では「薩長は椿を好む」という噂が広がった 

はたしてそれは本当か現地で確認してみる 

  

「東行庵（とうぎょうあん）」に到着 

 

東行庵 

この地は清水寺と称し、幕末の頃奇兵隊軍監「山縣狂介（きょうすけ）有朋（ありとも）」は麓に草庵

を建て「無隣庵」と名付けていた 

1867年、「高杉晋作」の遺言により遺骨を奇兵隊の本拠地に近い地に葬った 

現在の庵は明治 17年、伊藤博文、山縣有朋、井上薫等全国諸名士の寄付によって建立された 

  

高杉晋作（１８３９年～１８６７年） 
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長州藩の中級武士出身 

その後脱藩し、藩に反旗を翻す 

 

坂本龍馬のピストル 

晋作は坂本龍馬とも交流があり、龍馬が上京する際にピストルを渡した 

龍馬は晋作を高く評価しており、家族に送った手紙の中で 

「天下之人物」として紹介している 

  

東行庵記念館 

当日は 2階の展示場は休館 

   

https://ameblo.jp/shirocasi/image-12644302194-14867129852.html
https://ameblo.jp/shirocasi/image-12644302194-14867130233.html
https://ameblo.jp/shirocasi/image-12644302194-14867130584.html
https://ameblo.jp/shirocasi/image-12644302194-14867130297.html
https://ameblo.jp/shirocasi/image-12644302194-14867130657.html
https://ameblo.jp/shirocasi/image-12644302194-14867130872.html


一階の展示室 よく見ると 

高杉家は「安芸武田」の家紋 

割菱に○は安芸武田と若狭武田の家紋 

  

奇兵隊宿舎のジオラマ 

吉田松陰像 

  

長州５（ファイブ）の写真 ロンドン留学組  

右上が伊藤博文 やんちゃな顔をしている 

伊藤博文は何故貧しい農家の出身ながら初代総理大臣になれたのか？ 

相当な功績が評価されたのであろう 
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書籍 

  

案内文 

  

奇兵隊略年表 

 

ペリー来航から戊辰戦争終結までの年表と重要人物 

  

幕末の人物と相関図 
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お土産に購入 

瓦せんべい 

 

手書きの案内図 

  

こんな道を進む 

高杉東行（晋作）歌碑 

亡き同志をしのんで 

「遅れても遅れても また君たちに誓しことを あに忘れめや」 

強い信念が覗われる 

  

司馬廉太郎の文学碑 
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「長州は奇兵隊の国である」 

台座は山口県の地図をイメージ 

案内版 

  

案内版 

高杉晋作の墓 
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２９歳 結核を患い新地の商人林算九朗方離れで死去 

遺言により下関清水山へ葬られる 

 

福田公明の墓 

  

奇兵隊の育成に努めた人物 

病を得て下関にて４０歳で没 

遺言により高杉晋作の墓側に葬られた 

 

梅処尼の墓 

高杉晋作の墓の左側に 
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梅処尼（ばいにょに）の墓 

高杉晋作の側室（愛人）おうのは、晋作が維新回天の時もよき伴侶であった 

晋作没後は出家して梅処尼と名乗り「東行庵」初代庵主となった 

いつの時代も英雄色を好む 

今の時代は NG 

 

奥に菩薩像 

隊士の墓は向かって右と左、三列になっている 

  

聖観音菩薩像（鈴木知朗作） 

  

維新戦争で亡くなった長州諸隊士の多くは、十代、二十代の青年だったので子孫もなく墓は無縁

仏となり荒れ果てていた 

昭和４６年墓地を開き、各地から隊士の墓を集め供養した 

 

隊士の墓 
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隊士の墓 

山縣有朋像 

  

山縣有朋は、吉田松陰の松下村熟で高杉晋作と机を並べた 

晋作が退いた後、奇兵隊を引き継ぎ、軍監として攘夷戦、さらに戊辰戦争を戦い 

明治維新に名を刻んだ 日本陸軍の総師 第三代、第九代総理大臣 

晋作の愛人おうのに自分が住んでいた広大な山里を与えた 

これが東行庵の始まり 

 

近くのお食事処と土産物屋 
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晋作もち 

バスの時間が迫っているが寄ってみた 

入口のねこ二匹 

メニュー 

  

きつねうどん 

里芋の煮物もおいしい 

  

この豪華さ 山口はうどん文化だ 

甘酒と晋作もち麹甘酒の味が濃い 

  

左の紫蘇巻もおいしい  焼き立てで温かい 器もシャレている 
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中はこんな感じ 民家の庭に鶴がいる 

  

夏みかん 夏みかんが萩を救った 詳しくは後日 

バスの中で買った本を読む 

 

高杉晋作辞世の句 

「おもしろき こともなき世を おもしろく 

おもしろくない世の中でも、おもしろくできるかどうかは自分次第」 

 

次回は、下関～萩に向かう 

高杉晋作の「生家」、学んだ「明倫館」「松下村塾」、萩の「高杉晋作の墓」を訪れた 
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